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Abstract
The paper considers how money works in a real economy, recalling especially that 
money is indispensable in most economic transactions and transactions among 
money and ﬁ nancial assets grow more and more important in recent real economies. 
The facts of money as just stated are in keen conﬂ ict with most economic theories, 
especially with microeconomic or general equilibrium theories. It ﬁ rst reviews most 
fundamental roles of money, and considers how it diﬀ ers from those in economic 
theories.  It reviews also Walras’ view on money, the founder of the fundamental 
































節では貨幣に関する問題を次の 2 つの視点から考える。まず 2.1 節では，経
済（活動）との関わりで貨幣を考慮することがどのような論点・問題を含意
－ 2 － 2
するかを再考する。次に 2.2 節では，貨幣を考慮することが，経済理論で大
きな役割・機能を持つ均衡の考え方・理解にどのように影響あるいは含意を






































































































身が同政策の意図・目的を “ 期待に働きかける ” ことと説明することに見出
される 3）。これは，以上で触れたように消費者・生産者ともに実際の消費・
需要行動および生産・供給行動において，将来における経済状況を考慮して
決定すると考えられることを顧慮すると，“ 期待に働きかける ” 政策は当然
一定の実際・実質的効果を持つことが考えられる。










































に対処する均衡理論の方法として条件付市場 （contingent market） ないし条


















－ 8 － 8
これに対し，貨幣が経済（活動）のあり方に実質的な影響を及ぼしうるこ

















































































































－ 12 － 12
3．Walras 理論の貨幣と貨幣数量説














































































































6 ）2.1 節 2）項を参照。
7 ）Walras（1983），第 29，第 30 章を参照。
－ 16 － 16
8 ）Keynes，第 15 章等を参照。














Debreu, Gerard, （1959）, Theory of Value: An Axiomatic Analysis of Economic 
Equilibrium, Yale Univ. Pres, New Haven.
外務省（2014），「牛肉輸入統計」，外務省 HP, http://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/
bse/beef_tokei.html.
Hahn, Frank, （1987）, 『貨幣とインフレーション』（丸山徹訳，Money and Inﬂ ation, 
Basil Blackwell, 1984），創文社。
Hicks, John, （1937）, Mr. Keynes and the “Classics”; A Suggested Interpretation, 
Econometrica, Vol.5, pp.147-159. 
Hicks, John, （1946）, Value and Capital, 2nd edition, Oxford Univ. Press, London.
堀家文吉（1988），『貨幣数量説の研究』，東洋経済新報社。
Keynes, John Meynard, （1995），『雇用・利子および貨幣の一般理論』（塩野谷祐一訳，











白塚重典（2009）, 「わが国の量的緩和政策の経験 : 中央銀行バランスシートの規模
と構成を巡る再検証」，日本銀行金融研究所 Discussion Paper No. 2009-J-22。
山田雅俊（2013），「経済と均衡」，『経済学論集』第 191 号，pp.1-26.
山田雅俊（2014），「経済と貨幣」，『経済学論集』第 194 号，pp.1-25.
Walras, Léon, （1983）『純粋経済学要論』（久武雅夫訳，Eléments d’ économie 
politique pure ou Théorie de la richesse, Paris et Lausanne, 1926），岩波書店。
－ 18 － 18
